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結核血行載移に関する｢レ｣線学的並びに病理学的研究

第 5第 急死者に見 られる焼器内の結核性孤立性

血行特移巣に関する病坪学的研究

笹 瀬 博 次

1.緒 嘗

成人肺結核症の発生並びに進展に関しては､従来数多 くの業績がある｡

それ等を.大別すれば､ 成人に於ける初感染後の病巣周囲への拡大乃至肺臓円束管枝性停涯による進

展 '(成人初感染結核詮)か､ 或は小党期の初感染が一旦治癒した後病巣の体内性再燃ことに肺尖部に

於ける血行性縛移巣 よりの追風 (体内性再燃)､或は体外性再感染による結核性進展等であるO.

これ等の状況のいづれが多いかといふ関係は人種､民族､人口密度その他の環境の相違によって多

少相異するものと考-られるが､ 中欧諸国では一般に､外来性再感染乃至体内性血行性再熱によって

成人結核症が発生することが多いと考-られ､ スエーヂンや我国にては成人の初感染結核詮が-麓に

信ぜられてゐる (MalmrosJ等､熊谷その他)0

かような現況に於て､ 我国の成^結核症が如何なる過程にて発生するもq)が多いかを見極めること

は甚だ重要な事柄であるo

名焦し乍ら血行樽移性に拭硯する肺の 二次結核巣を他の肺の 二次結核巣と精確に-区別する事は甚だ困

難であるo それ故に私は成人の肺の二次結核展に於て､血行樽移性発生の占める意義を間接的ではあ

るが極め七確実に之を判断する目的を以って､ 健庶人が急死した場合が多いと考- られる変死者に就

て､その解剖学的結核巣殊に､ 円捺諸膝許内の孤立性の血行樽移病巣の研究を行って､結核感染後乃

至､その後の経過中の舟行樽移発生の模様を明らかにした0
.●

2･研究対象及び研究方法 1 .

研究の対象は京都市内の19才以上ゐ成年変死者であり､其の101例に就き解剖の後､肺､肝､牌､腎

其の他をフォ ル.マ1)ンにて固定し､各膝器を階刀にて粥釆得る限 り薄 く､概ね厚さ3mm程度に薄 く板

状に切断し､此の薄片を定に頂角の方向に細長節して､肉眼的に精密に検査した｡

病巣はこれを摘消した後､大 日本製薬製カーボワックスにて組織標本を作製の上､ H畠matoxylin-

Eosin染色､弾力繊維 van-Gieson染色等を施し寵栓した.

3.研究成横

19才以上の成年変死者101例の内以上の様な解剖学白勺精蚕によって結核巣の:発見せられるものは88例

(88%)であるO 此の円肝購､腎臓､牌臓､其の他に孤立性の血行醸移巣と考-られる小病変が見出

されたものは15例で､これは解剖学的結核症88例の約17%である｡その主な病理解剖学的所見捻第1表

の滴 りである. .
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粛1表 解剖学的椅核症88例中に肝､碑､腎､ その他 こ′て孤立性の血行鞄移恩を有する15例
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組揺翠的所見

No.119I.肝臓の被膜 よ り約2-3mm内部に陳 旧性の麗突 入の乾酪性壊死基がある｡類上皮細胞形成は著y]でない

が､その周囲には円形細胞浸潤を伴 う結締繊織経の現生を布す る飢餓の暦にて囲まれている｡周側部 に於て も,一研･々

に於て グ1)アン氏朝 に帝都 織の喝 戊や円形却澗亘浸潤が見 られ る｡叉 明側部の肝/J､葉内にも比 較 的新 しい細胞浸潤を認

める草がある｡

上音己の組織像 よ り考-れば 緒核性乾酪巣.の他に肺 に於 ぼる 壊三鑑の血石･性樽移か､ 或 は徹+TJ=;性護謹Rf.が考え られ る

が､乾酪病展内には静核蘭が染色せ られない し､叉 Levaditiの スピp--メ-染色 も陰性である属 に決定的な組織学

的幕諭を得丑い例である｡然 しか ような′ト乾酪填.死県は醇核性の発生を最 も多く疑 わしめるものであ る｡

No.123:(牢屋1) 肝 脱の被膜に接 して大き約5×61llmの乾酪性壊死某が ある｡ この壊死進ではその乱し織の構造

が影の猿 に窺ひ得 る綴 なもので比可変的哀好 に豪邑存している.叉 内部に結締蔵相娘を件ふ小癖痕組織や円形細胞浸潤を

伸ふ配列の著 しく不払 な肝宝鑑細川包が染 色性を火わんとしている放態が.見られる｡



40

乾酪選の周囲には円形細胞浸潤の著明な暦がこれを取囲んでいるo所 々に於て､緒締織線維の相生.類上皮細胞の

形成が月▲られるOこれらの組織像は､粧核性乾酪巣の他IJ{徹蕃性護萩原が考えられるが､病巣に於てはう陪接衝が染色

せられず､叉 Levaditi染色:/{よるスtt･ロ--タ一腹出も陰性{･あるため､正確な組織学的列断が鴎難であるO恭し乍

ら帝核性であることが最も多く=疑われる.

No.131:輝鼠実質内IJt石衣沈潜を伴 う所の陳旧性の粟粒大の乾酪壊死濃が一個見 られる｡

周四は給締織性被膜で囲まれている｡

No.145:'(写虞2) 肝臓実質内は2-3個の粟恕大成はそれより小苦い陳旧性乾酪巣が見 られるo周囲ほは類上皮

細胞の形成が著明で更に帝締織性被膜で被われているOその外側庭は小円形細胞浸潤が認められるo乾酪典のうちの

大きいものでは内托石衣沈潜が見 られ､周囲の疲痕.性被膜が比享鮫的厚い｡

No.114:腎脱の被膜に接し､,皮塵に於て約3x4mmの緒節性小痕痕巣が見 られる｡その内部!,{は滞紡織蔵椎が種′

々の方向IJ{来状に走っている.この癖痕組織では細胞は極めて少量である.此按的舛秩部に於ては､これ らの繊維性

組織の内に細尿管上皮が増殖して浸入している.

No.74:腎臓の髄質内に､莱凝大の椅節性小癖痕農が見られるo細胞の少ない繊維が釆款になって､之が東に種

々の方向に走っている.その内部に節々に､細抜管上皮が増殖して侵入しているo

No.1.51:(写虞3) 腎臓の髄質内に大言lxl.5mmの筋節性小療痕濃が見られる｡ その周囲の髄質内に於ても問

質は肥圧し締締織性喝生と椅子棟変性の傾向が見 られるO小感痕農は紙胞が少<衛縮放牧経の糞錆が著明で､内部及

びことにその周練部に於ては月斤々 に柵尿管が佳人してこれを貫いているo

No.155:腎臓の髄質内に於て緒節性釆凝大の/)､癖痕巣があるO その内部L,{は繊維細胞がかな りのe_度は見 られ

る｡その間t,{細尿管上皮が噸生して侵入している｡

No.73:精義､副畢丸､ 前立腺にかな り大きい乾酪性静核泉が見 られる｡肺臓に欝1表の如き表俺がみられる他

肺臓､ 腎臓其の他の巌器に粟粒性の筋節撒布が見 られるo 又.､ 腎脱内には種々の 大言の乾酪性の締液性病変が見 ら

れるoその内部l/7:石衣沈着を認めるものがある｡多 くは癖湛性被膜を有している.更にその周囲の髄質粗織では綜緑

林性間質の瑠生が見 られる.その他､瀬上皮細胞乃至.互細胞の著明な蹄師も認められるo或は織椎性包被の少ない

比較的新しい乾酪性帝節も認められる. ＼
No.96:(字虞4) 腎臓の髄質内に帝節性の巽東大の小感痕巣が見 られるO此の象合には小さい繊維細胞がかな
り多く認められて,その間l/{緒締織概経が種々の方向に交錯してV､るOその内部-の細尿管の侵入は認められない｡

No.106: 腹腱内肝門部に接して､栂指頭大乾酸性淋巴腺が認められる｡

ん0.124:(写虞5) 砕臓内に莱粒大の乾酪農があるo その内部は石衣沈着の傾向が見 られち.周囲には厚い細胞
の少ない蘇押紙性の被膜があり､その外線部に小円形細胞琵潤を認めち.瀬上皮細胞.E細胞は見 られない.

No･181:(掌屈6) 肝臓の被膜に接 して威莫大の乾酪琴があるoその内部t/{著明な石衣沈潜が見 られ､類上皮細

胞は殆んど見 られないが.周囲に厚い細胞の少ない癖痕性帯締織の包被が認められノるO.その周旋部及び Glison氏蹄l/{
は小円形細胞がある0

4.線括及び考操

全身性粟粒結核症 に於 て､ 肝 ､ 碑 ､腎､其 の他 に粟粒結核結節が出現 す ることは当然 セ あるが ､か

ような結核菌 の血行性播趣 は肺結核症 の末期 にで､ ことに死亡 に妊 い時期 に於て も現 はれ ､ これ等 の

旅路 に粟粒結節の撒布が認 め られ る｡

肝 ､牌等 の措琴 には叉か棟 に著明でない けれ ども粟粒結節 の撒布が認 め られ ることが あるo

ことに肝臓の結節撒布 は腸結核 と額接 な関係がみ られ ることが 佐藤や岡 ･隈部 等 の研 究 に よっ て既

に明 にせ られてい る.

お し乍 ら､ 腸結核症 は多 くの場合 ､ 比較的重症 の肺結虜症 の管腔性停擬の結果 として発 生す る もの

で あるか ら､ か ような場合 に規 喋れ る肝臓等の粟粒結節の撒布 も 叉結核症 の比軌 的末期 に於 け る出釆

事 で あ る｡
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全身性葉粒性結核症の場合には 多 くの場合 その末期に於てIi,PJ･の結核症が著明に認められる棟になる

ことがある｡従ってこの場 合には腸､肝 ､碑､その他に粟粒結節の撒布があり､ 粟粒結核症の経過の
末期に於て陽の撒布性粟粒結節 より陽 の渡 活性結核症を発生してくることが考-られる｡

何れにしてもか ような末期的な結核症で知 られる事実を結核症の比較的初期に於ける二次結核症の

発生進展を考へる場合にあてはめる事はかな り非合理な事であるか も知れないo

欧に述べた棟にこの研究の目的は成人肺結核症の発見に於て､ 体内性の血行旺樽移が どの程度の意

義を有するかを知る事である｡ ■

併し乍ら､ 血行樽移性に発生する齢の二次結核農を他の二次結核農 と区別する事は甚だ国難である
故に､馬 し得る事は先づ､内膜諸膝署凱XJの孤茸性持移病巣の発生歩妃'Aか ら之を深推する事である.

この場 合に､結核症に於ける血行性韓移の頻度は年令的に相異することに留意しなければならない｡

岩井教授 と共に私が年令別結核死亡統計からの森究に於て､ 血行樽移の頻度を明かにした所によれば

結核性血行樽移は3-4才で韓高度で､既に15-19才で其の約 1/23とな り､以下年令と共に減少するも

のである､) .

私の研究対象は京都市内変死者の19才以上の101例であり､従って成人肺結核症の発生に於ける体内

性の血行性韓柊の意味を明らかにする馬に麓 も適切なものであると思われる.

さて変死者10里列に就て､その88例の解剖学的結核症の円､肝､牌､瞥其の他の孤立性樽移展と考-

られる小柄展が見出されたものは15例 (約17%)である｡ 此の内腎臓内で発見されるものは肉眼的に

は結核蹄′節に穿i似してゐるが､租借学的には何れ も結節性小乗疾患である｡

腎結核症に於ではその治嘩傾向を示す部分にて､No･73の組織学的所見に於ても明らかである如く

かような擬症巣の形成が塵欠見られる(, 釦ち､か ような結節性中東痕鼻は結核性炎症の完全治癒の形

態学的変化と考-られる｡

烈 しか ような変化は他の病変の持帰 としても発生し得るものであるから､ -臆これ らを除外すれば

孤茸性韓移巌の出現は8-lo駒 (9.5-12%)となる (第2表)｡

第 2表 内勝 内の孤立性韓移性帝核巣の組織像L/Cよる区別

性 . 耽 ~

限 局 性 小 疲 痕 巣

組 織 像 未 政

この和 こもNo.119及びNo.123の如 く結核性乾髄盛が徴毒性謹講麓かの鑑別が組織学的にも甚だ困

難な2例が含まれてゐる.

それ故に､これらの結果から見て成人に於ては血行性縛移巣の発生は可成 り稀なも?であるo

この事実は ｢成人肺結核症の梶原の大部分が血行性再感染によって起るといふ Huebschmannの老

へが甚だ行き過ぎたものであることを示すものである｡ ∫
成人に於ける血行樽移に就ては臨界的に岩井教授と兵に私は成人の入院肺結核患者1285例中､血行

による他なしと息はれる臨器結核が 2.26%に於て葦見せ られるという事実や ｢レ｣娘撮影を行った成

人10,841例中､典型拍勺粟粒肺結核の像を呈したものは僅か0.1%しかなかったといふ事実を明らかにし

てV､る○

私が解剖学的に発見したこれ らの円陣諸臓器内の孤立性縛移性病農をみとめる15例のうち隣器結核

症の萌病を見たものは､No.73に於ける生殖券の結核症､No.106,No.124,No.181;等の4例のみであ
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.り､他は凡て潜在性病巣で､樹ね治癒したものである事実を老人れば､ 解剖学的栓塞の数値と上にの

べた死亡統計乃至 ｢レ｣線像の結果による数値との相異も叉容易に理解されるだろうo

攻に､解剖学的結核症88例中の円隣円の粥立性樽移巣は第3表の様な頻度の如く､肝 ､腎､牌其の他

に認められるO

第3義 解剖学的給核症83例中の内臓内の取立性蒋移監

臓 ` † 器 例 J 勢 ･%

肝 臓 6 6.8%

腎 臓 5 5.6%

騨 臓 ● 2 2.2ro

其 の 他 12 2.2%

処が岡､隈都民は牌､肝の血行性播隆の頻度と腸結核の程度は平行すると述べ､ 最近更に茅鴫によ

り此の革が肺結核症にで著明な腸結核を伴ふ例に於て纏められてゐる.

この事から私の研究に於ても､ 肝臓内に於て沸立性の畢啓移病巣が貴 も多 く発見せられる事に対してI

その原因が腸の結核症によるものではないかと顔はしめる.

私の研究では詳細な陽の検香;を行妊なかった馬､ この肝臓の孤立性韓移巣と腸結核との間の関係を

明瞭にすることは出釆ないけれども■､之等の諸例の円,肺の結核症 よりの管腔性俸搬に基づ く腸結核の

発生の可育旨性を有するものは第1表で明らかな棟に､肺に鮮菅な結核巣を有するNo.73,No.96,No.106,

No.124,No.181,(第1表のD)の5例のみである｡ I
然し乍らこの5例の円､肝に沸立性の韓移巣を見出すものは No.181,の1例のみであるOしかもこの

肝の韓移巣は石衣沈着を有する甚だ陳旧性のものであるO これに対して肺の病巣は椿めて新しいもの

で､腸結核が若し存在するとしても極めて新 し̀いものでなければならない｡ 従てか様な変化は陳旧性

の肝の孤立性血行樽移巣の発生基地とは考-難い事情にあるものである.

こ私の研究に於ては肝の孤立性碍移農の多 く (5例)が肺に結核巣を有し.ない例､或は肺の結核巣が軽

微で挙り､従って腸に管腔性停按に基づく腸結核症を有しない事が殆ど確実に推定せられる所の第1表

のA,B,C,の由に於て発見せられたものである｡

この関係から考-れぼ肝臓円の孤立性樽移巣の:発生に際しては､ 多発性撒布性の結節縛捗の場合とヽ
異 り､陽の結核症と拭余 り碕接な関係をもたないものであやと考-られるo

次に全身性粟粒結核症に於ける血行性撒布の経路に関しては,Weigertは静脈の結核性変化に注目し

て､血管或は淋巴管の結核性結節 より結核菌が血液中に多量に出現することに基づ くものと考へた.

Benda,Silbergleit,Hartwich,Herxheimer,Schiirmann等も急性粟粒結核症に放ける血行性撒布

の源として Weigertの血管結節を重要鋭してゐる｡

併し Huebschmannによりかような血管祝は否定せられ全身的果粒性結核に葦見せられる血管性結

核病巣円では､一時に大量の結核菌を血液中に法 り出し得る程の大量の菌を認める事は極めて少く.て､

｢肢にその可能性がないと述べられてゐるo

Huebschmannは重症結核症のみならず､軽症或は､殆ど治癒 した場合でも規則正しく結核菌が血＼､

液中から証明せられたといふ当時のLoeんensteinの研究に注目して､結核症では菌血症が蘭留泊勺に発

生されるものでなく､むしろかな りの菌が絡-ず血液中に存在すると考-た｡

さうし七全身粟粒結核症は､乳幼兄､青春臥 妊娠期とか､ 身体的或は精神的過労､栄養低下､他

の疾患の合併等の素因的要素が加はった場合に発生するものと考へてぬる.
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Huebschmannは かような非特異性要素の他に全身性粟粒結核症と臓器轄核症との間に存在する排

除関係に注目して､ この際認められる様な結核特異性の素因的要素をも全身粟粒結核症の発生に於て

重視してゐるo

処が Loeschkeは粟粒結核症に於ては殆ど常に､体のどこか､鮎 ち;林巴隙とか､骨系統前立腺､畢

丸､副等丸､副腎､其の他に比較的大なる乾鷹巣の内部の出血が発見せられ､ この部に於て結核菌の

血管内-の交通が行はれるため､血行性撒布が行はれると考へてゐるo
家森は粟粒結核症の研究に於て Loeschkeと同様に＼粟粒結核症に於てはi託生基地となる結核病変

が認められるもので､かような病変は主として淋巴腺､生殖器 (特に前立腺､精嚢､精系､副等丸､

輸卵管､子宮)及び泌尿器､骨､肋膜､(乾覇性の膿胸)､腹膜 (急性乾敵性化膿性炎)及び肺に見られ

ると述べてゐるo 彼はこの場合に結核菌の血液内-の侵入は､結核性病変の進展に際し規はれるもの

で,結核アレルギ-性の低下してゐる状態では.かような過程による菌血症が起 り易V､と考-ているo

虞に血行撒布を惹起する径路として､ 結核性病変を起しつ ゝある組招内の小血管殊に小酪脹或は､毛

細血管内へ結核菌が侵入する事により慣接病巣から発生するものであると考-てゐる｡

Ghon,Kundlich及び Schmiedlは軽々の年令にわたる100例 の二次綜巌症の炭体の84%に於て静

脈角淋巴腺に新∴旧の結核性病変を認めた｡

か様な研究は其後一部の人JkK･よって取上げられ､ 肺の綜縁取病巣は節脹角淋巴瞳の結核病変から

血行捧移性に発生するものが多いと考-られるようになった.

然L Schiirmannは Ghon等のいふ 淋巴腺の再燃は 8.6--10.9% にしか見Etiされないと述べ､

Andersは同様なさ林巴腺の再燃を45才以上の剖検例にて35%に於て発見したのみである｡彼は Ghon

の云ふ棟に此の変化から血行性に肺に樽移巣をつ くることは稀で､ むしろ之は肺臓外結核発生の原因

となるものと考へてゐる｡

その後 Kalbfleischも高年者で31.5%にか ような滑こ巴瞳の病変を見出してゐるが､血行性樽移の例

を1例も見なかったために､この変化は無官であり,多 く死の寓前に発生するものであると考-てゐるO

然 し壊近茅場は血行性播桂と静脈角淋巴陳病巣 との関係を研究して､ 血行播稜の痛棒源として醇脹

角淋巴隙の病変､腎癖､性器結核に重要な意味を認め､更に肝臓-の播種源とレこは腸結核を考-て

ゐるo I

処が変死 人に於て認められる様な治癒性の結核症の多い私の研究では障脹角近傍の淋巴腺には殆ん
■

ど常に結核性病変が認められないにもかかはらす､ 孤立性樽移巣が時に円購諸臓器円に現はれるものk

であるo

従って孤立性樽移巣を起す枝な血行性撒布に於ては､ 綜脹角淋巴腺巣の原因的意味は余 り重要なも

のではないと考へられる｡

締脹角近傍の書林巴腺病巣の出現は血行撒布の原因となる場合よりも､ かような病巣を有する場合は

殆んど常に進行性結核症を有してゐるため結核性進展披及せられた結果を示すものであると考-られ

るo

従って孤立性樽移巣の形成に於ても･. 家森が粟粒結核症に於ける結核菌の血行撒布の場合に於で考

-てゐる様に､結核病巣白身 よりの結核菌甲血管内-の侵入が貢要硯されなければならないたらうO

さて沸立性特移巣を認めた15例中13例に於ては､石衣化した肺の初感染巣乃至､肺門淋巴腺巣が発■
見せられ､他の2例ではこれが不明であった｡

従って血行性碍移の;発生基地となる病巣は多 くの場合 (第1表中のA,B,の6例では確実に､Cの3例

ではや 1確実に)これらの肺の初感染乃至肺門淋巴腺巣であったものと考-られる｡

醸著な肺の二次結核巣を有する5例 (第1表D)､ではか ような肺の蘇著な病変部からの結核菌の血液



44

内の侵入が考へられるが､ 此等に於て認められた≒弧立性樽移巣は比較的陳旧性であり､肺の二次結核

病巣捻進行性や新しいものである所から考-ると､ 此の場合に於ても矢張 り孤立性樽移巣の発生基地

病巣は多 くの場合初感染巣乃至肺門淋巴腺巣であると考-られる｡

5.結 論

成^肺結核症に於ける孤立性血行縛捗の意義を明かにしようとして＼ 京都市内の成人変死者の結核

病巣を病理解剖学的に精査して次の如き結果を得た｡

1.血行性樽移によって;発生する臓器の孤立性結核巣は旗はしい場合を含めれば解剖学的に結核巣を

有する88例の変死人中17% (15例)に於-,C認められ､ 肝膝に最も多 く､次いで腎臓､生殖器､腹睦内

淋巴腺である｡ 色ロち結核巣が治癒的であるか或は著明に進展した場合が比較的少ない成人変死者に於

でも結核感染後或はその後の経過中に於て､血行性縛移展の形成が誕められるo･

2.此等の変死人の解剖学的結核にては､静脈角近傍の淋巴腺に結核性変化を認めない｡従ってか様

な病巣の言発生に際して結核菌の樽捗は多 くの場合に結核病巣より荘模血行中に行ほれたものであると

考へられる｡ ノ

終 りに岩井教授.家森助教授の御指導.御校閲に対し感謝の意を表す0
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